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ば水俣病（慢性型）が発症することが実証された8［アディネガラ 2014］。また，2004年に国連食
糧農業機関（FAOFood and Agriculture Organization of the United Nations，以下 FAO と表記）
および世界保健機関（WHOWorld Health Organization，以下 WHO と表記）による合同専門家
委員会（Joint FAO/WHO Expert Committee on Food Additives）は，胎児の神経系を水銀の曝露












ことも事実である。ニューヨーク・タイムズ紙の1994年 3 月 1 日の記事によると，1992年に米国
環境保全省（EPAU.S. Environmental Protection Agency）により有害物と判定された水銀を含
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排 出 源 排出量（t) 最低値（t) 最高値（t) 構成比（)
石炭燃焼 474 304 678 24.2
石油・天然ガス燃焼 9.9 4.5 16.3 0.5
鉄鋼一次生産 45.5 20.5 241 2.3
非鉄金属一次生産 193 82 660 9.9
大規模金鉱山 97.3 0.7 247 5.0
人力小規模金採掘 727 410 1,040 37.1
水銀の生産 11.7 6.9 17.8 0.6
セメント製造 173 65.5 646 8.8
カセイソーダ製造 28.4 10.2 54.7 1.5
廃棄物焼却と廃棄 95.6 23.7 330 4.9
火葬 3.6 0.9 11.9 0.2
石油精製 16 7.3 26.4 0.8
汚染地からの排出 82.5 70 95 4.2
合 計 1,960 1,010 4,070 100
出典UNEP (2013)Technical Background report to the Global Atmospheric Mercury Assessment より作成。
18 粉炭を燃焼させた排煙中から集塵機などで回収された粉末状の燃焼灰。



















































石 炭 重油・軽油 ガ ス
SO2 550 650 50
NOx 550 450 320
煤 塵 75 100 30
水 銀 0.03 NA NA
規制成分
事業計画を提出済み，かつ2020年12月以前に稼働開始
石 炭 重油・軽油 ガ ス
SO2 400 450 40
NOx 300 350 200
煤 塵 50 100 20
水 銀 0.03 NA NA
規制成分
2021年 1 月以降に稼働開始
石 炭 重油・軽油 ガ ス
SO2 100 350 25
NOx 100 250 100
煤 塵 30 50 10
水 銀 0.03 NA NA
筆者注数字はすべて上限値，Nm3 は25°Cで 1 気圧の 1 立方メートル。
出典Republik Indonesia, Peraturan Menteri Lingkungan Hidup No. 21 Tahun 2008, Tentang
Baku Mutu Emisi Sumber Tidak Bergerak Bagi Pembangkit Tenaga Listrik Termal.







ニマムを満足させることは不可能であるといえる。インドネシアの環境 NGO である Wahana Lin-










レベル SOx ppm NOx ppm 煤塵 mg/Nm3
1 1,000 600 400
2 200 300 100
3 100 150 30
4 50 60 30
5 30 60 10










性能は以下の表 3 にまとめた。レベル 1 のシステムは，電気集塵機を設置するだけである。レベ
ル 6 のシステムは，窒素化合物や硫黄酸化物や微粒子のほとんどすべてを除去できる。1980年代
初頭の日本ではレベル 3 の技術を採用していた。発電総コストに占める割合は，レベル 1 が1.4
，同 3 が18.2，同 6 が22.5である。約 4の違いだが，日本の電力会社では，（当時の）法







































過去から2018年現在までを表 4.a に，将来を展望して表 4.b にまとめた。表 4.a にある通り，アク
ターは，エネルギー供給と環境問題の政策のバランスを取る必要から大統領をリーダーとする政
府，電力供給では重要な役割を担う国営電力会社（PLNPerusahaan Listrik Negara，以下 PLN
と表記），水銀条約をまとめてきた国際的組織（UNEP），発電方法や発電所の建設地を選定する独









































将来の AAA を展望した場合，表 4.b に示した通り，アクターは，将来のエネルギー供給と環境
問題をめぐるリーダーシップをとっていく大統領を中心とする政府，発電事業は IPP の参入が進
んでいるが，PLN が配電事業を独占しているため，スマートグリッドなどの導入に関わるであろ
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